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動詞の場合。

後部

キ�ル トブ� オモ�ー ススム� ウナガ�ス ・u� （○�c・u� ）

キラ�ナイ トバナイ オモワ�ナイ ススマナイ ウナガサ�ナイ ・aナイ （ ・a�ナイ ）

キリマ�ス トビマ�ス オモイマ�ス ススミマ�ス ウナガシマ�ス ・iマ�ス （ ・iマ��ス）
キロ�ー トボ�ー オモオ�ー ススモ�ー ウナガソ�ー ・o�ー （ ・o��ー ）

キ�レバ トベ�バ オモ�エバ ススメ�バ ウナガ�セバ ・e�バ （○�c・e�バ ）

前部�キr・切 トb・飛 �オモw・思 ススm・進 �ウナガs・促

活用語形は，例示のように前部の共通性と後部の共通性とへ分解される。動詞になると，仮名単位の細かさ

では足りず，子音と母音とへ分けた細かさで分解される。子音と母音とへ分けた表記は，見掛けが不統一にな

るけれども，それが要る部分でだけ用いてきている。戻し方は，トb・e�バ，ここからトbe�バつまりトベ�バの
ように，ただ繋いで・を消す。なお，…w・u�，例えばオw・u�，スクw・u�だと，オウ�，スクウ�のほか
にオー，スクーのようにもなる。これだけで済まない場合は，済まないことが問題となるのであり，以下に別

に述べる。抽象した前部も動詞と呼んで済まし，後部が，動詞における活用形である。

戻し方は，アクセントを除かないで成り立つ。ただし，前部は，表記上，それの前の�を目印にして�有り
と�無しとで指定してあるように２種に分類され，前部が�有りならば，そのままでは済まさずに，後部の（
）内で指示する位置に�を加えて変形する。後部にもとから有るのでない，（ ）内で新たに加えた�が
その�である。 cは前部の終わりの，有りうる任意の子音を，○は cの直前の仮名１字分を示す。前部の�有
りとは，活用語形にこう新たに加える�が有ることを指す。例えば，�キr・aナイ，�キr・e�バは，・を消した
だけのキラナイ，キレ�バで済まさずに，�有りだから，この仮の活用語形を基準としてここからキr・a�ナイ
つまりキラ�ナイ，キ�r・e�バつまりキ�レ�バへ外す。うちキ�レ�バは，�の後ろの�が目立たずにおのずと消
えて結局はキ�レバとなる。（ ）内での，・o��ーのような，同じ位置での��は，もとから有る�の前に�
を加えて��であり，後ろの�がおのずと消えることになるうちで，前部の種類を区別しないことを表す。前部
の種類を区別しないからこれは，あるいは，・o�ーでは変形されないと見ることもできる。（ ）内で・o��
ーと書いている工夫は，どの活用形でも変形されるという単純な扱いを優先させた場合のものである。前部が

短すぎて，�を加える仮名が無ければ，当然�を後ろへずらすことになるけれども，動詞には語形特徴があっ
て語形の長さが限られるので，ここまでの範囲ではその場合が起こらない。このように，アクセントを除かな

い分解は，全てにわたっては，ただ繋いで・を消すだけで済まず，以下に別に述べる。

動詞でもこのように，すっきり分解される，澄んだ構造を見ることができる。こう有るだけならば，アクセ
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ントは別にして，前部に活用語形上での種類立ては要らない。分解の細かさの違いを取り挙げなければ，名

詞，形容詞の場合と同じことである。実際にはこれだけでは済まず，のちに変形規則に言い及んで動詞は，ア

クセント以外でも前部に種類立てが要ることになる。ここは，変形規則に関わって前部を区別する呼び方で，

前部の種類を強変化と呼ぶ場合を扱っている。

ただ，動詞では，仮名より細かく分解しなければならない。前部と後部とが，いわば，絡んでおり，分解の

抽象度が形容詞よりさらに高く，だから，もっとも活用らしく感じられる。前部は単独では存在せず，そもそ

も語形の終わりを子音一般にして存在しようも無い。呼応して，活用形は堅く前部と組み合っていなければな

らず，後部も自立しない。分解の切れ目の目印には，形容詞程度でも用いた，分解の抽象度の高いことを表す・

を，一層ふさわしく動詞でも用いる。

子音と母音とは仮名では五十音図の行の共通性と段の共通性とに概略で当たるので，子音と母音とに分解さ

れなければならないこの性格は，仮名のままでならば記述に五十音図が要ることを意味する。例えば，トブ

�，トバナイ，トビマ�スなどはトb・，つまり，前部の終わりの共通性がバ行で得られ，キラ�ナイ，トバナ
イ，オモワ�ナイなどは・aナイ，つまり，後部の頭の共通性がア段で得られる。名詞，形容詞に五十音図は要

らなかった。分解の細かさの違いとは，仮名で扱えば，記述に五十音図が要るかどうかの違いに当たる。前部

の共通性に得られたその行が，強変化において活用の行である。活用の行は，名詞，形容詞に無く，動詞に有

る。

もし動詞も名詞，形容詞と同じに仮名で書こうとするのであれば，子音に規約で母音を加え，母音に規約で

子音を加えればよい。前部には，母音を uで代表させて， uを加える。�キr・ならば�キr・uつまり�キル，
トb・ならばトb・uつまりトブとなる。後部には，子音を r で代表させて， r を加える。・uならば r・uつまり

ル，・aナイならば r・aナイつまりラナイとなる。以下は，こちらの仮名表記をおもに用いる。戻し方は，例え

ばトブとラナイとならば，トブつまりトb・とラナイつまり・aナイとのトb・aナイからトbaナイつまりトバナイ

である。

後部，あるいは，前部と後部とのまとまりは，さらに活用しうる。活用形は自身でも活用する。例えば，�
キr・u�はキ�ルだけではなくてキ�ルカ，キ�ルダローなどともある。‐カ，‐ダロ�ーなど，名詞での後部が，
形容詞やこの動詞に付くのも，名詞での結び付きの緩さの表れである。活用形自身の活用らしさを高くして

は，例えば，�キr・aナイはキラ�ナイだけではなくてキラ�ナク，キラ�ナカッタなどともあり，また，�キr・a

レル�ならばキラレ�ルだけではなくてキラ�レタ，キラレ�ナイなどともある。うち，�キr・aナイは形容詞に

準じて活用しており，だから，�キr・aナ・，つまり，後部だけで示すとラナ・であり，また，�キr・aレル�
は動詞に，詳しくはのちに取り挙げるところの弱変化に活用しており，だから，そこで示す書き方でならば�
キr・aレ（ル），つまり，後部だけで示すとラレ（ル）である。形容詞，動詞にこのように活用するときのアクセ

ントは，もとの前部の性格，つまり，�無しか�有りかが前部と後部とのまとまりにもそのまま保たれる。そ
して，それだけで済まない場合は，詳しく，済まないことが問題となる。例えば，キラ�ナイは�キラナ・イに
当たるはずのキラナ�イでなく，また，キリタ�イ，キリタ�ク，キリタ�カッタなどとある�キr・iタ・ならば，

キリタ�ク，キリタ�カッタが，�キリタ・ク，�キリタ�・カッタに当たるはずのキリ�タク，キリ�タカッタで
ない。なお，形容詞で�・カッタ，�・カッタラ，�・カッタリ，・カロ�ーが，自身で動詞に活用する・カルだっ
たのは，動詞活用で補助されているということである。動詞では，自身で動詞に活用する活用形によってこの

ように活用がただ補助されることはふつうには起こらない。もし動詞活用のうちで実現できない活用形があれ

ば，補助も動詞活用であるからには，補助でも実現できなくて当然である。言い換えて，自身で動詞に活用す

る活用形は，活用を語形上で補助するにとどまらない積極的な意味を担っていることが自然である。そうでな

ければ，そうでないことが特異に注目されるべきことになる。

アクセントでも，動詞は前部と後部とにたやすくは分解されない。アクセント以外の語形について形容詞

の，仮名単位で分解される程度のところですでにアクセントについて前部と後部とが絡んだ。まして，アクセ

ント以外の語形について動詞の，仮名より細かく分解しなければならず，前部と後部との絡むところでそうで

ある。アクセントは，形容詞の場合と同じに扱われる。

動詞の活用語形のアクセントも，基本的に，後部ごとに２種に区別される。活用語形は，アクセントで区別

される数が２種に限られて少なく，また，長さに連動せず，長くてもその数が増さない。なかには，行列に例
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示したロ�ー，また，�キル，トブで例示するとキルマ�イ，トブマ�イとあるルマ�イ，また，オキリ�，オト
ビ�とある，語頭にオ‐を加えてのリ�，また，キリナ�，トビナ�とあるリナ�のように，１種しか無い場
合もある。こう区別の無い場合には，活用語形に�が有る範囲で，前寄りの�と後ろ寄りの�とが同じ位置に
あると見られる。そして，�が無いか有るか，どこに有るかは，後部がわの性格である。�の位置は，活用語
形の終わりから逆向きに数えると，行列に例示の，例えばレ�バについて，前寄りの�がキ�レバもオモ�エバ
もウナガ�セバも３字目であり，後ろ寄りの�がトベ�バもススメ�バも２字目であるように，前部に関わらず
に後部で定まる。一方，前部は，個々の後部に触れずに，活用語形に�が，ただし，選べる幅として二つあれ
ば前寄りの�が，有るか無いかで性格付けられる。前寄りの�が，一つだけ有る場合の�と同質であり，後ろ
寄りの�は前寄りの�が無ければ音水準でおのずと現れる。例えば�キルは，キラ�ナイなどが�の有る方，
キ�レバなどが前寄りの�の有る，だから，後ろ寄りの�のおのずと消える方であり，トブは，トバナイなど
が�の無い方，トベ�バなどが前寄りの�の無い，だから，後ろ寄りの�のおのずと現れる方である。前部の
前の目印の�有りと�無しとは，この区別を個々の前部に指定，登録したものであり，�を使わずに指すとき
には，�有りを＋アクセント，�無しを－アクセントとする。
細かな調整も加わる。例えば，�ツk・u�は，有るべきツ�クから，ツが無声なのでツク�へ外れ，�トーs・

u�は，有るべきトー�スから，ーが長音節の後半なのでト�ースへ外れる。ロ�ーが行列に例示の（ ）内の

書き方でロ��ーなのは，また，ルマ�イが同じ書き方でルマ��イなのも，長音節の後半では�が支えられない
から，また，イにも長音節の後半に準じられる場合があるから，２種を本来は区別するロ�ー�，ルマ�イ�か
らずれたと見ることもできる。

後部に伴わせる変形規則を活用語形に適用するかどうかを大掛かりに個々の前部で指定しないわけにいかな

ければ，前部に種類立てが要る。アクセント上のこの種類も，前部に種類立ての要る変形規則で適切に扱われ

る。活用語形に�を，また，活用語形にもとから�があればそれより前寄りの範囲で�を，加えるのがその変
形であり，�を�無しの前部は加えず，�有りの前部は加える。トb・aナイ，トb・e�バならば・を消すだけの
トバナイ，トベ�バであり，一方，�キr・aナイ，�キr・e�バならば，述べたように，キラナイ，キレ�バから
キラ�ナイ，キ�レ�バつまりはキ�レバへ外すのである。前部と後部とが絡むのは�有りの方だけであり，�
が，また，活用語形にもとから�があればそれより前の�が特異に働いている。�が二つ指定される場合の後
ろ寄りの�は，音水準の性格のものとして，ただ普通にあり，○を用いずに後部に書き加えることができる。
次に，前部と後部との組み合わせ方について。これは任意なのを原則にし，外れて限られる場合に注意して

いく。例えば，ソグワ�ナイは，�ソグウのラナ・形であり，しかし，�ソグウはラナ・，またラヌでしか実
現しない。�アル有は，ラナ・，ラセ（ル）などで実現しない，つまり，アラ�ナイ，アラセ�ルなどが欠ける。
前部の共通性，後部の共通性の明らかには見えない場合がアクセント以外にもある。変形規則が要る。オw・

u�，スクw・u�がオウ�，スクウ�にとどまらずにオー，スクーのようにもなったのは，ow・u→ oー，uw・u

→ uーと変形してもよいということであり，また，�ツk・u�，�トーs・u�が，あるべきツ�ク，トー�スから
ツク�，ト�ースへ外れたのも変形である。リテ，リタなどは，前部を例示の行列ので示すと

キ�ッテ トンデ オモ�ッテ ススンデ ウナガ�シテ
キ�ッタ トンダ オモ�ッタ ススンダ ウナガ�シタ

であり，変形規則が掛かっている。リテで示すと

r・iテ m・iテ

w・iテ

�
�
�
�
�

→ ッテ b・iテ

�
�
�
�
�

→ ンデ

t・iテ n・iテ

k・iテ → イテ g・iテ → イデ

である。ただし，トウ，�コウでは w・iテ→ーテ，つまり，トーテ，コ�ーテである。s・iテはこの部分がシテ

のままである。なるべく自然になるように立てる後部は，この場合には，ウナガ�シテ，ウナガ�シタが変形さ
れないことからリテ，リタのように立てられるのである。動詞には語形特徴があって活用の行の種類が限られ

るので，これらで全ての行が尽くされる。リナサ�イ，リナ�は，例えば�キルでキリナサ�イ，キリナ�のほ
かにキンナサ�イ，キンナ�があり，

r・iナ → ンナ
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を掛けてもよい。ラ行以外は変形されない。

�ナサル �クダサル �オッシャル �イラッシャル
でリマ�スは

ナサイマ�ス クダサイマ�ス オッシャイマ�ス イラッシャイマ�ス
であり，レ�に相当することになる活用形は

ナサ�イ クダサ�イ オッシャ�イ イラッシャ�イ
であり，

r・iマ → イマ r・e → イ

が掛かる。先のリテなども，これらでは

ナサ�ッテ，ナス�ッテ クダサ�ッテ，クダス�ッテ オッシャ�ッテ イラッシャ�ッテ，イラ�シテ
とあり，�オッシャル以外で変形されることもある。
これらのうちでリテの類，リナサ�イの類は，変形する前部と変形しない前部とが個々の動詞を指定せずに
条件付けられるから，動詞の種類立ての原因にならない。リテの類ではほとんど変形されるうちで…スだけが

変形されず，リナサ�イの類ではほとんど変形されないうちで…ルだけが変形され，こう，活用の行で条件付
けられている。詳しく変形の中身について，…w・iテには w・iテ→ッテと w・iテ→ーテとの区別が要る。た

だ，w・iテ→ーテの方でなければならない動詞はごく限られており，例外としての注意で足りる。一方，リマ

�ス，レ�の変形は，個々の動詞を指定する必要がある。…サルでも�クサル，�カブサルなどはふつうにク
サリマ�ス，カブサ�レである。…サル，…シャルの尊敬動詞は他に無いので，変形されるのを…サル，…シャ
ルの尊敬動詞と条件付ければ，個々の動詞に言い及ばないことはできる。けれども，条件が細かく，また，自

然でなく，個々の動詞で指定するのとあまり変わらない。ただ，この変形は，個々の動詞をごく僅かに限って

おり，整然と大々的なのではない。だから，これも例外として注意されて足りる。この�ナサルなどがリテの
類で特異なのも同様に扱われる。

後部は，これらの変形規則を伴うことが個々の活用形の特徴になる。リテの類の変形規則は，リテ，リタ，

リタ�ラ，リタ�リといった活用形にある。希望表現のリタ・はそれを伴わないから，例えば，リt…という語

形上の条件だけでならば，伴うかどうかを指定できない。

もう一つの変形規則がある。こちらは整然と大々的に外れる。前部が，活用語形をルで示すと…eル，…iル

とあるもののうちで起こる。

リ�，リテ，リマ�ス，ラナ・，ルマ�イなどは，活用形の頭の位置のラ行を消す。
レ�，ロ�ー，リャ�ー シナイのリャ�ー，ラセ（ル）は，活用形の頭の位置のラ行を各々，ロ，ヨ，ヤ，
サへ変える。

→を用いる書き方では，これらはリ→φ，レ→ロなどである。このとき，アクセントは�の位置を，活用語
形の終わりから逆向きに数えて同じ位置に保つ。

例えばネル寝，�オキル起は，こう強変化のままでは済まない。リ�ならばネリ�，オキ�リからリを消し
てネ�，オ�キへ外れ，ラナ・，例えばラナイならばネラナイ，オキラ�ナイからラを消してネナイ，オキ�ナ
イへ外れる。レ�ならばネレ�，オキ�レからレをロへ変えてネロ�，オキ�ロへ外れ，リャ�ー シナイのリャ
�ーならばネリャ�ー，オキ�リャーからリャをヤへ変えてネヤ�ー，オキ�ヤーへ外れる。このとき，アクセン
トは，例えばオキ�リからオ�キへならば�が後ろから２字目のままであり，ネラナイからネナイへならば�が
無いままである。なお，例えば�ミル見のミ�リからならばリを消して後ろから２字目が無くなるので，この
ような場合には当然，ミ�のように�が１字分後ろへずれる。前部が短すぎて�を後ろへずらすのは，動詞で
はこのような場合である。

なお，話し言葉で伸びやかな活用形に当たらないけれども，文語体にとどめられて，扱う範囲をそこまで広

げれば，次のようなのもある。

ル�（終止），ルベ・などは，活用形の頭の位置のラ行の直前の e， i を uへ変え，そのラ行を消す。

ル（連体），レ�バなどは，活用形の頭の位置のラ行の直前の e， i を uへ変える。

同じくネル，�オキルで，ル�ならばネル�，オキ�ルからルの直前の e， i を uへ変え，ルを消してヌ�，
オ�クへ外れ，レ�バならばネレ�バ，オキ�レバから e， i を uへ変えてヌレ�バ，オク�レバへ外れる。ただし，
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これらの文語体のは，変形される…eル，…iルのうち，ニル�似，ミ�ル見など，２字かつ…iルである動詞に

は適用されない。ル�ならばニル�，ミ�ルのままで，レ�バならばニレ�バ，ミ�レバのままで済む。これら，
ル�などの変形規則は，文献時代の前半へ遡った中央地域の言語が今に伝えられたものである。
リ�以下，これらの活用形では，変形する前部と変形しない前部とが，個々の前部で指定しないでは条件付
けられない。…eル，…iルでなければ変形されない，と言えるにとどまる。…eル，…iルでも，フケ�ル耽，キ
�ル切など，例えばリ�でフケ�リのまま，レ�でキ�レのままであり，こちらも数多く有る。前部が，変形規
則を適用する前部と適用しない前部とに大掛かりに，組織立って分かれ，しかも，どちらであるかが語形の特

徴その他の条件でおのずとは定まらないから，動詞にはアクセント以外でも種類立てが要る。変形のし方も大

仕掛けである。リ�などの，これらの変形規則を適用するのが弱変化である。適用しないのが，強変化だった。
詳しくは，どの活用形かで外れればどの活用形ででも外れるにとどまり，適用する場合の変形規則は前部のう

ちでずれたりしない。これは，外れるうちで，それの習得，維持の負担のもっとも軽い場合である。だから，

外れるこの種類は１種類しか無い。なお，文語体のル�などで外れない，２字かつ…iルの動詞は，そのよう

に語形の特徴で条件付けられておのずと定まるから，種類立ての，すなわち，弱変化のさらなる分類の，原因

にならない。ル�などの変形規則は，弱変化のうちだけで扱うと，個々の前部を指定せずに適用の定まる性格
の方である。仮名表記では弱変化を，ネ（ル），�オキ（ル）のように，…（ル）と表記する。弱変化では，この
表記の（ル）の位置がそのまま活用の行でありつづけなければならない。ラ行を消す，などと外れ，うち，ラ

行を消す場合で代表させて活用の行を（ ）に入れて表記するのである。一般の強変化，そこから外れる弱変

化，これらが，活用語形の有りように拠る，動詞の活用の種類である。

動詞だと，こう，アクセント以外の語形でも前部に種類立てが要る。種類立てが要るかどうかで，要らない

名詞，形容詞と，要る動詞とが対照する。動詞は，仮名より細かく分解しなければならず，前部と後部とが堅

く組み合っていることと，そして，前部にアクセント以外でも種類の有ることとに特徴付けられる。これらで

手間が，とりわけ掛かるのである。

変形規則にとっては，前部に種類立ての要らないものと要るものとの２種が区別される。アクセント以外の

語形でも種類立ての要る変形規則の有ることが示された。「動詞の活用」（『研究資料日本文法』第２巻，１９８４

年）には，前部に種類立ての要らない変形規則だけを変形規則，前部に種類立ての要る変形規則を有標情報と

呼んだ。その有標情報は，ここで扱っている変形規則の一つの場合であり，こうして拡張される。

アクセント以外の語形についてのこの種類立ては，�有りと�無しとの，アクセントについての種類立てと
独立になる。例えば

アクセント以外

強変化 弱変化

アクセント
�無し アガル アゲ（ル）

�有り �サガル �サゲ（ル）
のように両者は十字に交叉する。基準だから強変化と�無しとが，基準からの外れだから弱変化と�有りとが
呼応する。アクセント以外の種類と独立になってアクセントが�の位置を活用語形の終わりから逆向きに一定
させるのは，活用語形のアクセントの性格をそのまま示している。形容詞のシ・シ→シ，ジ・シ→ジの変形が�
の位置を頭から数えて一定させたことの特異さは，この動詞の有りようとも対照される。

後部は，この，前部に種類立ての要る変形規則に拠っても性格付けられる。整然と大々的な分に応じてこの

性格には重みがある。ル�，レ�バ，ラレ（ル）など，基準から外れない活用形もあり，これらは，変形規則を
伴わない種類である。例えばネ（ル），�オキ（ル）で，ネル�，オキ�ル，また，ネレ�バ，オキ�レバ，また，
ネラレ（ル），�オキラレ（ル）とあり，強変化と区別されない。リ�などならば，変形規則を伴い，詳しくは，
ラ行を消す種類であり，レ�ならば，変形規則を伴い，詳しくは，ラ行つまりレをロへ変える種類である。こ
れらの区別が，活用語形の有りように拠る，動詞の活用形の種類である。

さらに細かく，この弱変化にも似ており，しかし，強変化からも弱変化からも外れる動詞がある。ル�で示
すとスル�為，ク�ル来がその著しいものである。ごく僅かな動詞に限られるから，これらは例外として注意さ
れて足りる。

中山：形容詞の活用語形 ２
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変形規則をいろいろ挙げてきた。ちなみに，少しく歴史過程へ言い及べば，変形規則には歴史過程をなぞっ

ていることの知られる場合がある。リテなどは，ここはアクセントを除いて書くとして，�カク，�キルで例
示すると

弱化 均化 短化

カk・iテ ＝ カキテ ＞ カイテ ＞ ケーテ ＞ ケテ

キr・iテ ＝ キリテ ＞ キッテ ＞ キテ

とある変遷の，すでに弱化し，まだ均化，短化しない段階にある。カキテなどからカイテなどへの変動が前部

と後部との繋ぎ目を跨ぎ，特定の後部でだけ前部の語形が活用語形に保たれないから，体系の記述では k・iテ

→イテなどの変形規則となる。対照して，繋ぎ目を跨がなければ変形規則の原因にならない。例えば

弱化 均化 短化

ハフr・u ＝ ハフル ＞ ハウル ＞ ホール ＞ ホル

弱化 均化 短化

カk・aム ＝ カカム ＞ カカウ ＞ カコー ＞ カコ

ならば，前部がハフル放からホール，さらにはホルへ入れ替わり，後部がラムからロー，さらにはロへ入れ替

わるだけのことである。名詞，形容詞の場合と同じことであり，名詞，形容詞と並行に，当然，動詞もこう扱

われる。

ただし，動詞では，変形規則が歴史過程をなぞっているとは限らなくなる。前部に種類立ての要る変形規則

の，ラナ・などでラ行を消したり，レ�でラ行つまりレをロへ変えたりなどは，土台の音水準での変動に因る
とは想定しづらい。変形規則には，音水準で必然性の無いのもある。名詞，形容詞と対照して動詞は，このよ

うな変形規則の見られやすいことにも特徴付けられる。

動詞は，以上のような手続きで，前部の一覧，後部の一覧，変形規則の如何が示される。前部にはアクセン

ト以外でも種類が有る。

活用語形の記述のし方を，名詞，形容詞，動詞の順に示した。

活用語形は前部の共通性と後部の共通性とへ解析され，そして，そこへ，そこからの外れが変形規則として

加わる。このとき，扱う手間の掛かり方の違いに映って，これらの品詞に性格の違いもある。扱いがもっとも

易しくて名詞は，仮名単位で分解され，前部が独立し，アクセントも前部と後部とがあまり絡まず，変形規則

で前部に種類立てが要らない。扱いがやや難しくなって形容詞は，仮名単位では分解され，前部が独立的な性

格を帯び，しかし，明らかには独立せず，アクセントは前部と後部とが絡み，ただし，アクセント以外につい

て変形規則では前部に種類立てが要るほどではない。もっとも難しくなって動詞は，仮名より細かい単位で分

解しなければならず，だから前部が独立するはずも無く，アクセントは前部と後部とが絡み，さらに，アクセ

ント以外についても変形規則で前部に種類立てが要る。

基準からの外れは，基準を土台にして言うことだから，基準を基底にしてその上に上層として乗る。品詞の

性格のうち，いま，前部にアクセント以外について種類立てが要るかどうかをこの成層構造に当てれば，種類

立ての要らないのは基底しか無く，種類立ての要るのは上層も有ることである。

弱変化
強変化

名 詞 形容詞 動 詞

と図示される。名詞は一般名詞と，マレダ，ユ�タカダなどの語類との，構文上の働きに関わる区別を別にし
て言っている。
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